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地域の学校として
校長 吉 川 正 美

2011年３月11日。巨大地震による揺れと津波が、東北地方
を中心とする東日本一帯を襲いました。信じがたいほどの悲
惨な光景を目にし、日本中の人が言葉を失いました。東海地
方に住む私たちは、この地方で大きな地震が起きると言われ
ながらも、実際に巨大地震に遭うことは50年以上なかったた
め、その怖さや警戒心が薄れていたところだったと思いま
す。そこにあの東日本大震災。地震や津波の怖さを再認識し
た瞬間でした。
あれから10年ほどしか経っておらず、津波が街を呑み込む生々しい映像もまだ脳

裏に焼き付いているにも関わらず、私たちの警戒心は少し薄れていたのではないで
しょうか。そこに、２月13日夜の東北沖地震。あの大震災から10年が経とうとする
今、まだその余震に脅かされるとは。専門家の話では、もう10年ぐらいは、東日本
大震災の余震が起きる可能性があるそうです。自然の驚異は計り知ることができま
せん。『備え』をもう一度点検する必要があります。
ニュースを見ていると、今回は死者もなく、地震の規模の割に被害は少ないよう

です。これは、津波が起きなかったことと、人々や街が地震への備えをしていたか
らに違いありません。印象的だったのは、「東日本大震災の時は、一人で逃げて、
近所の方たちを救えなかったので、今回は近所の人たちに声を掛けながら逃げた」
と言う、女性の声でした。地域社会として助け合い、自分も周りの人たちもみんな
の命を救おうという精神が根付いているんだなと感じました。

本校は、災害時の緊急一次避難場所に指定されているとと
もに、自宅で生活できなくなった方たちの避難所にも指定さ
れています。この秋の上野間区防災訓練では、本校避難所で
の避難民受入訓練も行われました。コロナの感染対策をしな
がらの避難民受入は、なかなか面倒で大変ですが、地域の役
員さんたちや町職員のみなさんがしっかりと準備しておられ
ました。コロナのせいで参加人数も少なめだったこともあり、

スムーズな受入ができていて感心しました。
ただし、本当に地震が起きた際には、半分パニックになったような人たちがどん

どん押し寄せてくるかもしれませんし、訓練日のような人と物資の準備がサッとで
きるとは思えません。学校としては、場合によっては、学校職員で震災直後の多く
の対応を迫られる状況も覚悟しなければならないと考えています。しかし、現状で
は、職員の訓練や避難所開設物品の備えなどは十分ではなく、今後、地域のみなさ
んと相談しながら『備え』ていきたいと思います。
上野間小学校は、地域のみなさんに支えられながら、地域の大切な子どもたちを

育てていく学校です。防災だけでなく、運動会の開催方法やＰＴＡ活動など、さま
ざまな学校行事や教育活動で地域と連携し、地域に生きる子どもたちの成長を図っ
ていきます。これからも地域のみなさんと相談を重ねながら、さまざまな教育活動
を進めていきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。

みはまの教育・合い言葉 「伝えよう！ 『もったいない』の言葉と心」

３・４月の予定

＜３月の予定＞ ＜４月の予定＞
１日 通学団会 ５日 入学式準備（新５・６年）

１８日 ６年生給食終了 ６日 入学式

１９日 卒業式（４～６年） ７日 始業式
※１～３年は自宅学習 ８日 給食開始（２～６年）

２３日 １～５年生給食終了 １９日 給食開始（１年）

２４日 修了式 ２３日 授業公開・ＰＴＡ総会
27・28・30日 家庭訪問

ご寄附ありがとうございました

今年、初老を迎えられる上野間美上会の代表２名の方
が来校されました。厄才記念として本校にご寄附をいた
だきました。学校生活で児童にとって役に立つ物を購入
させていただきたいと考えています。ありがとうござい
ました。

第２回読書週間（2/8～3/5）

今年はボランティアの皆さんによる読み聞かせはできま
せんでした。そこで委員会の時間に話し合ってアイデアを
出し、図書委員による「おすすめ本」の紹介を行うことに
しました。朝会時に放送で「うちの三姉妹」や「もしかし
たら探偵」、「あるかしら書店」などが紹介されました。

児童会役員選挙（2/19）

令和３年度の児童会役員選挙が
ありました。５年生から５名、４
年生から１名の立候補があり、立
会演説会では立候補者一人一人が
自分の思いを伝えていました。そ
の後、３～６年生が教室で投票を
行いました。

愛校作業【６年生】（2/22）

６年生が体育館とレインボーホールのワックスがけを行いました。備品を運んだ
り水拭きをしたりした後、みんなで協力して取り組みました。６年間の思い出を振
り返りながら、熱心に作業に取り組んでいました。


